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カールソンかビルトか: 9月総選挙と政局の行方

Ingvar Carlsson or Carl Bildt? 

常務理事早稲田大学教授 岡沢憲芙

Prof. Norio Okazawa 

スウ手ーデンの政党政治は大きな安定性で定評

がある。 20年代に形を整えた主要政党が今日でも

そのまま議会に議席を確保している。この 5党ン

ステムは穏健な多党制と呼ばれているが、前回選

挙で [環境党 ・緑]が議会進出を果たして伝統の

一角が崩れた。 9月選挙では本格的な地殻変動の

兆しが見られそうである。挑戦者は[新民主党]

[キリスト教民主同盟]である。この二党が議席

を確保するような事態にでもなれば 7つもの政党

が議会政治を運営することになる。 [環境党 ・緑]

は低迷しているので議席維持は困難であろうが、

もし後半に追い上げが成功すれば実に 8つの政党

が議席を持つことになる。

EC加盟をにらんだ経済政策、企業国際競争力

の向上、高福祉政策と税制の見直 し、肥大したノミ

フリック・セクタ ーの縮小、民営化の促進、エネ

ノレギ一政策と環境問題、などが主たる争点である。

とこ'ろで、発表されている世論調査では、①社民

党の大幅後退と①穏健統一党の大躍進、①新党の

議会進出が予測されている。 7っとか 8つの政党

が議会進出を果たせば伝統的なフロック政治の枠

組みを根底から再編成する必要に迫られるであろ

う。問題は、政党の異常繁殖によって、政権樹立

・運用作業が難しくなることである。

社民党の後退が予測されているので、最大政党

でも 30%台政党になる可能性が強い。その一方で、

政党の数が増えるので、連合形成ゲームが一層難

しくなる。理論的可能性の問題としては、中立政

策棚上げ→EC加盟とし、う難問に直面するのであ

るから、① 「平時 ・挙国一致連合政権」、も選択

肢の一つである。より現実的選択は、① 「フルジ

ョワ ブロック絶対多数連合政権」で、穏健統一

党+国民党-自由+中央党+キリスト教民主同盟

の4党で構成される。穏健統一党のビノレ卜が首班

ということになろう。議席数では十分な強さを備

えた政権になりそうであるが、政局運用という点

で大きな不安を残すことになろう。 70年代後半の

経験からも類推されるように、中央党が独自色を

出そうとして非妥協的な路線に踏み出す可能性が

強い。それを避けるのであれば、①穏健統一党+

国民党+キリスト教民主同盟で構成される 「右派

相対多数連合政権」。この政権は、家庭政策で国

民党-自由が若干違ったスタンスを取っているが、

基本的には、イデオロギ ー距離が小さい政党によ

る連合であり、相対的な強靭さを期待できる。た

だし、世論調査を見る限り、過半数確保に遠く、

政局運営が困難となりそう。 EC加盟に伴って市

場経済指向の改革政治を急ぐ必要があるので、政

局運用技術を備えた政権が要請されるとしたら、

①カ ールソン首班の「社民-国民連合政権」が最

も望ましい選択肢かもしれない。いすすれにせよ、

選挙結果は単純であるが、政権形成作業は複雑に

な:6と予想される。その意味で、 真の勝者と敗者

を識別することが難しく、選挙後まで関心を引き

付けそうである。
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Elders in Sweden 

l お年よりのデモ

6月 4日冷たい雨が降りしきるなか、スウェ ー

デン全国から集まった7000人のお年よりたちがス

トックホノレムでデモをした。これは今年に入って

家賃が急上昇したのにもかかわらず、市町村から

支給される住居費援助手当ての引上げがそれに追

いつかず、お年よりたちのタイトな家計に大打撃

を与えている こと、診察料の引上げや手術の待ち

時間の延長など医療関係の福祉が悪化しているこ

となどに対する抗議デモである。

従来「清く正しく(? )つつましく」年金だけ

で暮らしていたお年よりたちが生活保護を受けな

ければならなくなったケースもふえているそうで

ある。生活保護を受けることをいさぎよしとしな

レ、つまり「私は一生懸命働いて税金を収めてき

た。その年金で生活できないのはおかしい !Jと、

生活保護を受け ることを勧めるソーン ャルワー

カーに反発するお年よりも多いと聞く。デモのプ

ラカードにも「我々のほしいのは生活保護ではな

く年金の充実だ !Jとか、 i(順番待ちの)番号札

では何も治らなし、」などというスローカンが多か

った。

2.年金で足りるのか

ノード銀行の行った調査(注 1)によれば今年

に入って全国の市町村(コミューン)のうち半分

以上のところで年金生活者の経済が悪化している。

これは市町村から支給される住居費援助手当てが

あまり引き上げられなかったことと 、ホーム・へ

ノレパーに年金生活者自身が払う費用がおもな原因

となってレる。しかし、今年から適用されている

所得税減税のおかげで、住居費援助手当てがかな

り引き上げられたところや、ホーム・へノレパーが

無料のところなどでは、逆に年金生活者の手元に

残るお金がふえているところもある(ストッ クホ

ルム郊外のエス卜ハンマノレでは付加年金なしの年

金生活者は去年に比べて月額490クローナ手元に

残るお金が増えた。最大付加年金を持つ年金生活
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者についてみると、スコーネ地方のロンネビーで

は月額390クローナ増えている)。

従ってお年よりの経済は、ス ウェーデン園内の

どのコミューンに住むかによってずいぶん違って

くるとし、うことがわかる。

表1 付加年金なしの年金生活者の生活費 (月額、ケローナ)

エッケレー ノータ"/スティ ーク'

年金および国から支給

される低年金補助 4030 4030 

市町村から支給される

住居費援助手当て 2450 1730 

収入合計 6480 5760 

家賃 2530 2530 

生活雑費 3110 3110 

ホーム ヘルパーの費用 。 500 

支出合計 5640 6140 

残高 +840 -380 

(出所 ダーケ'ンス 。ニ ーへーテル紙1991年6月10日付け)

表2 2.5ポイン トの付加年金を持つ年金生活者の生活費(月額、ヲローナ)

ソルナ ティーエルプ

年金 6600 6600 

所得税 1200 -1200 

市町村から支給される

住居資援助手当て 1570 580 

収入合計t 6970 5790 

家賃 2530 2530 

生活雑費 3110 3110 

ホーム ヘルパーの費用 170 420 

支出合計 5810 6060 

残高 1160 -270 

(出所表 lに同じ)

表 l、表 2は付加年金なしの年金生活者の生活

費と、最大の付加年金を持つ年金生活者の生活費

をそれぞれプラス ・マイナスの差の大きい二つの

市町村の例を上げて示したものである。付加年金

• 
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なしの年金生活者の場合(一人暮らし)は、スト

ックホノレムの中のエッケレーでは840クローナ残

るのに対し、ヘルゾングラント地方のノーダンス

ティーグでは380クローナのマイナスになってし

まう。最大の付加年金を持つ年金生活者の場合(一

人暮らし)は、ストックホノレムの中のソノレナでは

1160クロ ーナ残るのに対 し、ウプサラ郊外のテ

ィーエルプでは270クローナのマイナスである。

現在の基礎年金は月額2576クローナ、低年金補

助は月額1449クローナである。ノ ード銀行の計算

では 2Kのアノミー卜の家賃を2530クロ ーナとして

いる。生活雑費は社会庁の標準額とのことだが、

物価の高いストックホルムに住んでいる私にはか

なり低い数字のように思える。たとえば、美容院

' で髪を染めたりパーマをかけたりすれば軽く 700

クローナは飛んでしまうのである(お年より割引

きのある良心的な美容院も少なくなし、が)。美容

院にいき、歯医者にかかり、テレビ視聴料、電話

代、新聞代などを払ったらもう食費は残らないだ

ろう(書いていて背筋が寒くなるが・)。一人暮

らしは高くつく。夫婦二人揃っていれば一人当た

りの年金額は多少減るものの支出もかなり押さえ

られる。連れ合いは大事にしなければならないよ

うだ。

3.元気なお年より

ヨーテボリィで大々的に行われた老化について

の調査研究(注 2)では、お年よりが年々「元気

になってきている」事が示されている。とくに80

歳未満の「若L、」お年より達は活力に溢れている

のだそうだ。しかしその中で、配偶者を失うこと

が活力をなくす大きな原因となるということもま

た示されている。

私的個人的な体験でも、 65歳(あるいは60歳か

ら年金早期受給者になった人々)から75歳くらい

までの知り合いは、長い間働いてきて待ちに待っ

た年金生活を好きなことをして楽しむことに忙し

いとし、う人達が多い。

それ以上の高齢のお年よりの知り合いがL、なし、

ので具体的な話が聞けないのだが、上述の調査研

究や新聞記事などを読むと、連れ合L、に先立たれ、

子供や孫に会うことも間遠になり、体のあちこち

が車Lんでくる上に、インフレや貯金の目減りなど

で経済的に苦しくなるというダブル ・トリプル・

パンチを受ける人が多いようだ。そのような「よ

り年とった」お年より達にもっとケアの手を差し

延ぞくるべきではないかと思う。

4.年金生活者の組織

上述のデモの主催者は SP F (Sveriges pen-

sionar forbund，スウェーデン年金生活者連盟)

である。 SPFはスウェーデンの 2大年金生活者

組織のうちの一つで123000人のメンバーを持つ。

もう 一 つの年金生活者の組織 PRO (Pen-

sionarernas riks-organization年金生活者全国

組織)は375000人の加盟者を持ち(注 3)、両方

を合わせるとスウェーデンのお年よりの組織率は

約25%になる(注 4)。両方の組織とも原則的に

は中立だが、 PROは社民党系、 SPFは野党系

で、長年の試みにも関わらずーっの組織になるこ

とができないのだそうだ。合同組織を作ればお年

より達の意見をもっと直接政策に反映できるよう

な強力な団体になると思うのだが。

ここ数年のスウェーデン経済の悪化と、その原

因となった社民党の拙策に愛想を尽かすお年より

達も多くなってきているそうだ。得票源のお年よ

り達の指示を失ってしまえば、今年 9月の総選挙

で社民党が勝つことは望めないだろう。しかし、

野党連合政権ができたとしても、果たしてお年よ

りの生活が良くなるのかどうかは疑問である。と

にもかくにもここまで福祉政策を維持してきたの

は社民党だからだ。お年より達はスウェーデンの

将来の道の選ぶ鍵を握って、今迷いに迷っている。

注 l ダーゲンス・ニーへーテノレ紙1991年 6月10

付けに引用。

注 2 バーサ病院のアルパル・スパンボリィ教授

を中心に行われた研究プロシェクト。三瓶

恵子訳「活力と健康」、社会保障研究所『海

外社会保障情報JIno.90~92参照。

注 3 SPF、PROのメンバ ー数=ダーゲンス

・ニーへーテル紙91年 6月 4日および 5日

付けより。

注 4 1989年12月31日付けのスウェーデンの60歳

以上人口は1947736人て、ある。 65歳以上人

口は1517620人で、こちらの数字をもとに

お年よりの組織率を計算すると約33%とな

る。 Fo1kmangd31 dec 1989， SCB 1990 
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ある夏の日

en tidig sommardag 

スウエ デン語講師 中山庸子

Mrs. Y oko Nakayama 

スウ土ーデンの夏は早レ。冬が終わったかな?という 1週間が過ぎると、もう人々は「ソンマノレ(夏)J 

とし4、うことばを口にする。ひょっとしてこの「ソンJ["マル」 とLづ音が喜びのパイプレーションをも

って空中に拡がると、ほんとに夏が一歩近ついてくるのではないか、これは夏を早く呼ぶための呪文で

はないかと、思えてくる。気の早い人は、まだ肌寒いのもかまわず、太陽に向かつて陽なたぼっこする。

公園のへンチで、丘のゆるやかな坂に寝そぐえって。太陽の暖かさを感じ取ろうと感覚を磨ぎすます。す

ると体のなかを流れる血液の存在を自覚する。そして生命の営みを肯定してくれる太陽の愛を受け入れ

る。

わたしは今、ストックホノレム駅から歩いて10分のところにある公園、クングストレッドゴーデンのへ

ンチに座っている。すれ違うどの顔も夏への期待に輝いてみえる。「へイ(ゃあ) 'Jとしづ声が飛ん

できた。声のほうを見るとアジア系の、 .5歳くらいの女の子がスウェーデン人らしいお父さんお母さん

と両手をつないでこっちを見て微笑んでι、る。韓国から養女として来た子に違¥， "ない。自分とよく似た

黒髪の私を見てあいさ"?したくなったのだ。「へイ， Jこの子も昨日のバイト先でスウ平一デン女の心

意気をみせてくれたエパのように元気な女に育つだろうか。

エパは「自分の身ひとつで完壁だ、過不足なし」とし、ぅ他者に依存しない人生設計をもっている。現

在の自分にとって家庭科の教師になるため勉強するのが一番大切だからと、近いうちに学校のある町に

引っ越すのだと言っていた。人、っしょに暮らしているボーイフレンドとはしばらくの別れになるのは残

念だけど、と。トそのカ強さ。自分の人生は自分で責任をもつのが当然、と Lづ、その自信。他者を尊重し、

周囲の状況に合わせて自分の態度を決めることしか学んでこなかった日本人女のわたしとはなんという

違い。「わたし知らドな人、o できないJ.J1:L，ずかしいとも思わずにそういってたのは何年まえかしら。そん

な日本文化の毒物官も少し加工すればおもしろいものができるだろうと思って、この異国の社会を眺め

てレるo l_t下 、 ¥ 

そういえば、ドとついの会話もおもしろかった。テレヒトラマで自分の立場を明らかにしようとして

けんかばっかりしている主人公の若い男。わたしは 「彼は確かに正しいけどあんなに怒ってて、い、やね」

といったら、職場のシャスティンは 「怒るのは必要な、いいことなのよ」と いっていた。「和」の社会、

日本。そのよさと、思ったとおりの表現をして、裏がなくわかりやすいスウェーデン社会をカクテノレに

したら、どうなるかな。そんなことを考えて公園を歩いていたら、通りすがりの男があじさいのような

青い花を一輪差し出して「きれいだろ?あげる」といった。その白い肌とイントネーゾョンからフィン

ラント人だと思った。「きれい。ありがとう 」そうし、ったときはもうすでにその男は背中をみせてした。

その日は特別、夏の気配のせいて、、ありたL、自分を明るく生きてみた人が多かったのだろうか。

く会員の皆様へお知らせ〉

* ラジオ放送のお知らせ

去る 7月3日、 NHK文化センター主催による丸の内文化フォーラムにて『長寿社会を展望する~経

済大国から生活大国へ~j]と題し、岡沢憲芙早稲田大学教授による講演会が実施されました。

この講演会の模様は、 NHKラジオ第 2放送にて来たる 8月18日(日)21 : 00~22 : 00と8月22日(木)

午前11: 00 ~ 12 : 00に再放送がされる予定です。

長寿社会、高齢化社会の本格的な到来に際して、実験国家と言われるスウェーデンを参考にしながら

日本の採るべき道、その政策のあり方を提唱したものです。人が長寿になる、あるいは社会が高齢化す
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ることの意味を21世紀に向けてもう 一度捉え直そうというもので、そのための指標が具体的に取り上げ

られ、説得力をもって展開されていきます。福祉国家の意義が何処にあるかを分かり易く解説されてい

ます。是非お聴き下さし、。

女新刊 紹 介

皆様には既に御存じの事とは存じますが、上記の記事でもご紹介致しました当研究所常務理事でもあ

られる早稲田大学教授岡沢憲芙氏が岩波書庖より新書 『スウェ ーデンの挑戦』を刊行なさいました。ポ

ス ト冷戦の時代を迎え、新しい試みのーっとして、 EC加盟と L、う歴史的な選択による路線変更を行お

うとしています。このように、常にその話題性に富んでいるスウェーデンについて、現在に至るまで試

みられてきた模索の全体像をこれからの動向も交えながら論じられています。そして、そのユニ ークな

特徴を時代・理念 ・制度 ・課題といった観点から詳しく把握することができます。また、巻末に付され

た年表と引用参考文献とはさらなるスウェーデン理解のための貴重な資料て、す。

ここで、新書の構成を目次でご紹介します。

序章いま、なぜスウェーデンか

第 l章 貧しい農業国から豊かな先進福祉国家へー19世紀末~1960年代一

第 2章福祉社会の理念と構造

第 3章 スウェーデン政治のメカニズム

第 4章苦悩する生活大国 一1970年代以後一

終章 どこへ行く 「未来社会スウェーデン」

ラジオ放送の講演会と併せて新書をお読み戴ければ、スウ ェー デン社会へのより 一層の理解と我々の

日本社会の歩むべき未来への具体的な道しるべを見ることが出来るかと思われます。

The Swedish Institute発行

Current Swedenの目次 一 覧(13)

スウェーデンの政治、経済、文化などあらゆる方面のトビッグを速報するTheSwedish Institute 

発行のCurrentSweden最近号の目次をご紹介いたします。 (Vol.20 NO 9につづく)。
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